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太陽のような学校を目指して 「こころ」を大切に

友だちのいやがることをしない、言わない
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本年もよろしくお願いいたします。
２０２５年（令和７年）、３学期始業式から早いもので２週間あまりが過ぎました。

日ごろより本校の教育活動に深いご理解とご支援を賜り、心より感謝申し上げます。
本年もよろしくお願いいたします。
今年の干支は「巳（へび）」。へび年には「巳」を「実」にかけて、「実

を結ぶ年」、また脱皮を繰り返すへびの姿から「新しいことに挑戦し、
飛躍する年」とのいわれがあるようです。今年も一小の子どもたちが
様々なことに挑戦し、大きく成長する姿が楽しみです。
始業式には、３学期に大切にしてほしいこととして「あいさつ」と

「ありがとう」の２つを伝えました。いずれも人と人とが関わる中で欠かせないもの
と考えます。今回は特にあいさつについて話しました。その一部を紹介させていただ
きます。

３学期が始まりました。３学期は１月、２月、３月の三ヶ月ですが、実際に学校に
来る日は何日かなと数えてみました。学年によって違いますが、５０日とちょっとで
す。みなさんはそれを聞いて「５０日もあるのか」と感じますか。それとも「５０日
しかないのか」と感じますか？校長先生は「あと５０日しかないんだ」と思いました。
３学期はあっという間です。だからこそ、一日一日を大事に、そして元気に過ごして
ほしいと思います。
３学期、みなさんに大切にしてほしいことをいいます。それ

は２つの「あ」、「あいさつ」と「ありがとう」です。なぜ、あ
いさつをするのでしょう？「あいさつ」の意味の一つに、人と
人とが心を開くことがあります。お互いが、気持ちよく生活す
るためにあいさつは欠かせないものです。あいさつにはいろい
ろなものがあります。「おはようございます」「こんにちは」「さ
ようなら」また、授業の中では「おねがいします」「ありがと
うございました」などもありますね。皆さんは自分から挨拶を
していますか。「笑顔のあいさついっぱいの一小」を目指して、
３学期も元気に過ごしましょう。

１月の主な活動から
書き初め大会
一年の始まりにふさわしい言葉や目標などを、１・

２年生はフェルトペン、３～６年生は毛筆で書いてい
ます。静寂に包まれた教室や体育館などで、一文字一

【校長室前の掲示】



文字丁寧に、心を込めて書き上げた作品はどれも素晴らしいです。
作品は令和７年２月３日（月）～２月１４日（金）の期間で校内に展示をする予定

です。２月１３日（木）、２月１４日（金）の授業参観日でぜひご覧ください。

児童集会（縦割り活動）
１月８日（水）、１５日（水）１年生から６年生までの

縦割り活動を行いました。異学年交流を図りながら児童
同士の関わりを深めていくことをねらいとしています。
ここでも高学年の児童がリーダーシップを発揮しました。

３学期「一レボ」スタート
第一小学校では、学期ごとに一レボ週間（一小健康レボ

リューションの略）を設け、集団での外遊び等を行い、楽
しく体を動かす習慣づくりや継続的に運動することを通し
て健康について気づき、考えられる児童の育成を図ってい
ます。
３学期は２０分休みに長なわとびや全校遊びの時間を設

け、友だちと協力し合ったり励まし合ったりしながら積極
的に運動に取り組めるようにしていきたいと考えていま
す。今月は全校で長なわとびを行っています。クラスで声
を掛け合いながら、寒空の中ですが、協力し合いながら元
気いっぱいに活動する姿が見られています。

第２回元気アップサポート
学校運営協議委員会が企画した「元気アップサポート事

業」として、昨年１２月９日と１月１７日両日の朝の登校
時に味噌汁を提供しました。今回はインフルエンザ等の感
染症の流行の時期でもあるため、２回に分けて行いました。
６月に実施した第１回と同様に特に１２月は多くのボラ

ンティアの皆様がご協力くださいました。また、大きな鍋
を中部公民館からお借りしました。
子どもたちを元気づけ、明るく楽しく一日を過ごせるようお声
かけもいただきました。子どもたちからは「美味しかったで
す！」「体も心も温まりました。」などの声を聞くことができま
した。
なお、今年度第３回元気アップサポートの実施を２月１７日

（月）に予定しています。先日「Home & School」でもお伝えをしましたが、実施にあ
たってご協力いただけるボランティアの方を募集しています。興味をお持ちの方は学校ま
でご連絡いただければ幸いです。よろしくお願いいたします。

第一小学校の情報は HP で紹介しています。
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